
項目 確認事項 届出内容

大学等名1（代表大学等） 創価大学

大学等名1（代表大学等）※カナ ソウカダイガク

大学等名1（代表大学等）※学校コード F113310103885

大学等名1（代表大学等）学校本部所在地 東京都

大学等名1（代表大学等）学校種別 私立大学

科目名
インターンシップⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

学部・研究科等名
全学部（経済、経営、法、文、教育、国際教養、理工、看護）

担当教職員名・役職

小林孝次・キャリアセンター長、山崎清明・担当課長、賀佐見達雄・副課

長

受講者数実績年度 令和2年度

受講者数※インターンシップ参加者数 87

受入企業等数 30

受入企業等名

イオン株式会社、キャリア・マム株式会社、株式会社グローセル、

株式会社サイプレス・ソリューションズ、株式会社フジタ、

株式会社フューチャーフロンティアーズ、株式会社レンタルのニッケン、

株式会社協和エクシオ、株式会社熊谷組、株式会社後藤組、株式会社先

駆、

高砂熱学工業株式会社、三菱電機インフォメーションシステムズ株式会

社、

燦クリーン株式会社、社会福祉法人山の子会、社会福祉法人小田原福祉

会、

小平市役所、清水建設株式会社、西武信用金庫、有限会社フクシマ宅建、

等

インターンシップの分類 5.他県をまたぐ広域インターンシップ

6.低学年（大学1年次～2年次程度）からのインターンシップ

8.大企業・グローバル企業でのインターンシップ

9.中小企業でのインターンシップ

上記以外のインターンシップの分類（記述欄）
海外オンラインインターンシップ

1-1.当該インターンシップは、就業体験を伴うものになっていますか。 1.はい

1-2.該当する就業体験
1.企業等における業務への従事

2.企業等における課題の解決（例：ワークショップ、ＰＢＬ型プログラ

ム、課題解決ワーク、課題事例研究等）

１-2.で「3.その他」の就業体験の内容

1-3.上記回答内容に関する詳細

本学が連携しているインターンシップ先の主な実習内容は、次の通り。

会社・施設見学、営業同行、書類作成・処理やデータ入力などの事務作

業、社員との懇談会、実習先の業務内容に関する研修の受講、実習先から

与えられたテーマについてグループディスカッション及びプレゼンテー

ションを実施。

2-1.当該インターンシップを正規の教育課程の中に位置付け、シラバ
ス等において、インターンシップの実施目的や期待する教育的効果
を明確にしているなど、体系的なプログラムとして単位認定が行われ
ていますか。

1.はい

2-2.該当するインターンシップの内容 2.当該インターンシップは、キャリア教育科目として実施している

8.当該インターンシップは、休業期間中に実施している
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2-2.「9.その他」で実施しているインターンシップの内容

2-3.当該インターンシップを実施する年次
大学　学部１年

大学　学部２年

大学　学部３年

大学　学部４年

2-4.当該インターンシップで付与される単位数
大学　1単位

大学　2単位

2-5.上記回答内容に関する詳細

本学では、5日間・40時間以上の実習で1単位、10日間・80時間以上の実

習で2単位 を付与している。単位認定を希望する学生は、次の条件を満た

す ことを必須としている。①インターンシップガイダンスに参加②事前

に目標設定研修、マナー研修の受講③職員との事前個別面談④実習報告会

（事後報告会）での発表⑤志願書、実習計画書、実習先研究報告書、実習

報告書の提出。

3-1.インターンシップの実施前の学生・企業双方との目標設定や目
的のすり合わせや、実施後の振り返り等を行うなどの適切な学修の時
間が設けられていますか。また、インターンシップの教育的効果が発
揮されるようインターンシップ期間中に適切なモニタリングを実施して
いますか。

1.はい

3-2-1.該当する事前学習の内容

1.学生に対して、社会人としてのマナーや守秘義務の遵守、パソコンの使

用方法等を身に付ける授業等を行っている

2.学生が受入企業の事業内容等に関する事前の調査・研究を行っている

3.学生に対して、インターンシップにおける成果目標の確認や行動計画等

の策定を行っている

4.学生に対して、正規の教育課程としてのインターンシップの実施目的や

期待する教育的効果の理解を促している

5.その他

3-2-1.「５.その他」で実施している事前学習の内容
実習での目標を確認、明確化する事前個別面談

3-2-2.該当する事後学習の内容
1.日報やレポート等を用いて、現場での体験の振り返りを行っている

3.振り返りを実施し、成果目標等の達成について確認を行っている

3-2-2.「４.その他」で実施している事後学習の内容

3-2-3.該当するモニタリング
3.その他

3-2-3.「３.その他」で実施しているモニタリングの内容

実習期間中に、実習先からのフィードバックを含め学生は毎日実習日誌を

作成する。
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3-3-1.事前学習の内容に関する詳細

コロナ禍における事前学習として、オンラインによる目標設定講座、マ

ナー講座の動画を視聴後、インターンシップでの個人の目標設定を行う。

目標設定にあたっては、目的、目標、行動目標に具体化するとともに、学

内で実施している就業力テスト（SOKA Generic Skill Test）をもとに強

化・改善したい能力をその方法とともに実習計画書を作成する。またその

計画書について、職員との個別面談を行う。

3-3-2.事後学習の内容に関する詳細

事故報告会を開催し、参加学生は自身の体験を振り返り、①スケジュー

ル、

②目的・目標、③実習内容、④強化・改善したい就業力テスト項目の事後

結果、

⑤学んだこと・反省点、⑥今後の大学生活への反映、⑦感想などについ

て、PPT資料にまとめ、プレゼンテーションを学生間で行う。

3-3-3.モニタリングの内容に関する詳細

実習日誌の作成にあたって、目的・目標・行動目標に対して取り組めたこ

とや学び、翌日の目標設定などを行い、実習先からいただいたフィード

バックを記録する。

4-1.インターンシップの教育的効果を定量的・定性的に把握できる手
法・仕組みを取り入れていますか。 1.はい

4-2.該当する教育的効果を測定する仕組み

1.アンケートやレポートの作成をインターンシップの実施前後で実施し、

学生の意識や行動の変容について確認を行っている

2.社会で求められる汎用的能力等を客観的に測定するためのテストを用い

て、インターンシップの実施前後で回答を求めている

3.インターンシップによる到達度を具体的に示した評価基準（例：ルーブ

リック）を整備し、学生及び教員で共有している

4.その他

4-2.「４.その他」で実施している教育的効果を測定する仕組み

実習計画書において強化・改善したい就業力の効果測定を記載する個所を

設け、振り返りを行うこととしている。

4-3.上記回答内容に関する詳細

大学1年次と4年次に実施している就業力テスト（SOKA Generic Skill 

Test）をもとに、事前事後の効果測定を自己判定し、且つ、インターン

シップの経験をどのように今後生かしていくかを言語化し、事後報告会で

発表などの取り組みを行っている。

5-1.一定期間のまとまりのある連続した5日間以上のインターンシップ
の実施期間を確保していますか。 1.はい

5-2.該当する実施期間
1.連続した5日間以上の実施期間を確保している

2.事前・事後学習との組み合わせにより、計5日間以上の実施期間を確保

している

5-2.で「1.連続した5日間以上」を選択した場合
5～10日間の実習（事前・事後学習も別途実施）

5-2.で「2.事前・事後学習を合わせて5日間以上」を選択した場合
事前（1日）＋5～10日間の実習＋事後学習（1日）

5-2.で「3.複数の企業等を合わせて5日間以上」を選択した場合

5-2.「4.その他」の実施期間の内容
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5-3.上記回答内容に関する詳細

6-1.大学等と企業の双方が関与し合い、学生に対する教育的効果の
最大化に努めているなど、大学等と企業が協働してプログラムを設計
していますか。

1.はい

6-2.該当する大学等と企業の協働取組の内容

1.企業や産業界にとっての意義やメリット、必要な成果等を考慮し、企業

と協働してプログラムを設計している

3.企業担当者が学生に対して適切に関与し、目標達成に導くなど、大学と

して必要な支援を行っている

4.受入企業等も、インターンシップ中の学生に対する評価を実施している

5.企業等と協働して作成した評価シートを活用し、具体的な効果を数値化

して測定している

6-2.「７.その他」で実施している大学等と企業の協働取組の内容

6-3.上記回答内容に関する詳細

実習先プログラムを事前に確認し、必要に応じて受入先と協議を行ってお

り、令和3年度から学生の作成した実習計画書を受入側にも送付し、実習

先と協働して学生への支援強化を図ることとした。また実習先も修了認定

書を作成し、評価シートに基づき、S、A、B、C、Dの評価及びコメント

による定量的評価を行うこととしている。

7.上記①～⑥で回答した各要素の内容について、詳細が記載されて
いるシラバスなどの資料が閲覧できる大学等のウェブサイトのURL

https://www.soka.ac.jp/department/syllabus/

大学等名 創価大学

担当部署名 キャリアセンター

担当者役職名 副課長

担当者氏名 賀佐見達雄

電話番号 042-691-3523

メールアドレス
internship@soka.ac.jp
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